
「帯津良一 場の養生塾」の対応等〔№４〕（2020 年 4 月 29 日現在） 

 

 この度の新型コロナウイルス感染症の影響により、当塾のセミナー等は 3 月～4 月

は休塾、5 月連休明け再開を目指していましたが、5 月も以下のとおりとなります。 

今後の情勢により対応等に変更も出てくる可能性もありますが、参加ご希望の方は、

最新情報を当 NPO のホームページ(以下「HP」)、又は facebook で確認するか、当

NPO 事務局にメールか電話等でご確認ください。（info@ba-youjyo.com 又は 049-

293-1714） 

 

１． 川越養生塾 

５月も川越の帯津三敬病院内直心館道場への外部者入室禁止措置が継続とな

りますので、養生塾も 5月末まで休塾といたします。 

なお、6 月以降も、今後のコロナ情勢と病院方針によって決まりますので、決

まりましたらまた HP 等でお知らせいたします。 

２． 池袋養生塾 

5 月も基本は休塾とします（5/6、5/13、5/20、5/27）。但し、今後の社会状況

(自粛期間解除や会場使用可など)により開催可能であれば、塾生の心身の健康維

持とのバランスも考慮し、自主練功も検討します。 

＜※池袋、川越塾とも、月謝等の支払方法等は、各塾の担当者にご照会ください。＞ 

 

３． 帯津先生の最新メッセージを月 1 回以上配信(You Tube)へ 
休塾が長期に及んでいますので、帯津先生の動画メッセージを YouTube で

NPO 会員の皆さん向けに、月 1 回以上、適宜限定配信します。ご希望される方

には、動画配信時にメールでリンク先を連絡しますので、事務局メールへお名前

と配信先アドレスをご連絡ください。またこの HP を見て希望される一般（非

会員）の皆様も、このコロナ自粛期間中は限定配信いたしますので、お名前を付

けて事務局あてメール申請してください。 

 

４． 当 HP で帯津先生の≪新・呼吸法『時空』≫が見られます。 

「帯津良一 場の養生塾」の HP には、会員限定動画のページがあり先生の一

部の講演が収録してあります。ここに帯津先生の新・呼吸法「時空」練功ビデオ

が見られるようにしました。約 32 分程のビデオですが、帯津先生の動きを見な

がら、一緒に時空の練功ができますので、是非、この時期の心身の健康維持［特

に免疫力の維持強化］のためにもお役立てください！ 

この会員限定動画は、正会員の方への特典設定ですが、コロナ禍で養生塾が長

期休塾中、毎週の練功が出来なくなっていますので、希望される練功会員ほか当
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会員の方は、是非 HP からログイン申請をしてください。申請後に承認（1 日以

内のタイムラグはご承知おきください）をいたしますので、その後は閲覧可能と

なります。 

（なお、当会員でない方も、コロナ自粛期間中は、この養生塾 HP からのログイ

ン申請があれば、誰でも見られるよう一般開放いたします。面倒ですがログイン

申請時に、別途事務局へお名前をメール等でお教えください。特段の事情がない

限り見られますので。）                              

 
 

５． 連続講座 ＜ときめき養生塾＞のご案内について 

2020 年 4 月から、養生塾開設 20 周年記念として帯津先生がこれまで取り組ん

でこられた「ホリスティック医学と攻めの養生の統合」を体系的に学ぶ連続講座

（12 回）を開講する予定でいましたが、このコロナ騒動で当初予定通りの開催が

できず、コロナ感染対策終息の見通しも現時点では分かりません。 

詳細な最新案内は、当養生塾 HP 及び Facebook で今後適宜告知していきます

から、そちらを参照して下さい。 

 

【連続講座開設趣旨】（日時、カリキュラムは別途案内予定） 

健康とは単に疾病や不調のないことを意味するのではなく、内なる生命場が躍動して

初めて健康と言えるのです。内なる生命場の躍動を日々、自ら勝ち取っていくのが攻め

の養生です。内なる生命場は環境の場の一部ですから、ひいては地球の場の躍動につな

がることは間違いありません。 

この連続講座は「帯津良一 場の養生塾」の人材育成プロジェクトの一環として、帯津

良一医師が、癌や難病の臨床現場で取り組んだ数えきれない症例の中から見出した「ホ

リスティック医学とその実践としての攻めの養生」を網羅的に取り上げ、体系的に学ぶ

講座です。 

空、海、川、大地、都会・・・そこで生きる様々な生命体の中の人間、そのまるごとが

生きている地球の自然治癒力！を回復するために、この連続講座によって、しっかりと

攻めの養生を果たしていく人を一人でも多く世に輩出して行きたいと願っております。 

 

 

以上 
                                                         


